
松
浦　

歩
里

題
字

（
城
北
小
5
年
）

紙
面
編
集
・
手
銭
　
由
貴

丸山達也知事（左から３人目）に大会の様子
を報告した選手ら‖松江市殿町、島根県庁

入
場
者
１
万
人
目
と
な
り
、
的
野

克
之
館
長
（左
）か
ら
記
念
の
花
束

を
受
け
取
る
柳
井
俊
洋
さ
ん
‖
益

田
市
有
明
町
、
石
見
美
術
館

自
身
の
経
験
を
話
す
高
木
栄
子

さ
ん
‖
出
雲
市
駅
南
町
１
丁

目
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

過去に隠岐の島町で捕
獲されたニホンヤマネ
（２０１０年撮影、資料）

巣
箱
の
調
査
方
法
を
説
明
す
る
湊
秋
作
代
表
（
右
端
）

‖
島
根
県
隠
岐
の
島
町

　
離
島
で
は
日
本
で
唯
一
、
島
根
県
隠
岐
の
島
町
が
生
息
域
と
な
っ
て
い
る
国
の
天
然
記
念
物

・
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ネ
を
、
町
立
中
条
小
学
校
の
児
童
が
複
数
発
見
し
た
。
指
導
し
た
専
門
家
は
個

体
数
が
少
な
い
た
め
複
数
が
同
時
に
見
つ
か
る
の
は
全
国
的
に
珍
し
く
「学
術
的
に
も
貴
重
だ
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
鎌
田
剛
）

　
同
校
は
総
合
学
習
で
ヤ
マ
ネ
の
生
息

調
査
を
実
施
。
２
０
２
５
年
度
も
ヤ
マ

ネ
・
い
き
も
の
研
究
所
（
山
梨
県
）
の

あ

い

ば

は

る

か

湊
秋
作
代
表
（
�
）
と
饗
場
葉
留
果
理
事

（
�
）
、
住
民
ら
と
共
に
、
５
、
６
年
生

�
人
が
６
日
に
学
校
近
く
の
山
林
に
入

っ
た
。

　
常
設
す
る
複
数
の
巣
箱
の
う
ち
一
つ

に
母
親
が
い
て
、
子
ど
も
を
守
る
動
き

を
見
せ
た
の
で
刺
激
し
な
い
よ
う
観
察

を
中
断
し
た
。
も
う
一
つ
の
巣
箱
に
は

体
重
�
・
３
㌘
の
母
親
と
約
�
㌘
の
雌

の
子
２
匹
が
い
た
。

　
湊
代
表
に
よ
る
と
、
か
つ
て
和
歌
山

県
で
巣
箱
�
個
を
設
置
し
て
８
年
間
調

査
し
た
が
、
ヤ
マ
ネ
を
見
つ
け
た
の
は

２
回
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　
湊
代
表
は
隠
岐
の
島
町
の
ヤ
マ
ネ
の

生
息
域
に
つ
い
て
「
日
本
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
ご
い
こ
と
だ
。
古
里
の
森

に
国
の
天
然
記
念
物
が
い
る
の
は
子
ど

も
た
ち
の
誇
り
に
な
る
」
と
評
価
。
周

辺
の
実
な
ど
を
好
ん
で
集
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
同
校
の
宇
野

陽
子
校
長
は
「
高
学
年
の
伝
統
と
し
て

続
け
て
き
た
。
古
里
の
良
さ
を
感
じ
る

活
動
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
�
日
、
出

雲
市
駅
南
町
１
丁
目
の
ビ
ッ
グ

ハ
ー
ト
出
雲
で
あ
り
、
約
１
４

０
人
が
過
労
死
遺
族
ら
の
体
験

を
聴
き
、
働
き
過
ぎ
や
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
原
因
で
亡
く

な
る
人
を
な
く
そ
う
と
誓
い
合

っ
た
。

　
講
演
で
は
、
高
木
栄
子
さ
ん

（
�
）
‖
出
雲
市
西
新
町
２
丁
目

‖
が
、
２
０
０
９
年
に
過
労
で

自
ら
命
を
絶
っ
た
長
男
の
教
生

さ
ん
‖
当
時
（
�
）
‖
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　
教
生
さ
ん
が
亡
く
な
る
前
の

半
年
間
の
１
カ
月
当
た
り
の
時

間
外
労
働
時
間
は
「
過
労
死
ラ

イ
ン
」
と
さ
れ
る
�
時
間
を
大

き
く
超
え
る
１
１
３
～
１
３
８

時
間
。
会
社
か
ら
の
謝
罪
は
あ

っ
た
が
、
栄
子
さ
ん
は
「
謝
罪

さ
れ
て
も
、
教
生
は
も
う
戻
っ

て
こ
な
い
」
と
い
う
複
雑
な
気

持
ち
だ
っ
た
と
し
、
「
親
と
し

て
、
自
分
の
命
と
引
き
換
え
に

し
て
で
も
守
っ
て
や
り
た
か
っ

た
」
と
悔
や
み
、
言
葉
を
詰
ま

ら
せ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
厚
生
労
働

省
が
主
催
。
島
根
労
働
局
に
よ

る
と
、
�
年
度
に
県
内
で
長
時

間
労
働
が
疑
わ
れ
る
２
４
４
事

業
所
の
う
ち
、
４
割
の
�
事
業

所
で
違
法
な
時
間
外
労
働
が
あ

り
、
是
正
を
指
導
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
黒
沢
悠
太
）

　
益
田
市
有
明
町
の
島
根
県
立
石
見

美
術
館
で
開
催
中
の
「
生
誕
１
０
０

年
　
森
英
恵
ヴ
ァ
イ
タ
ル
・
タ
イ

プ
」
（
石
見
美
術
館
、
山
陰
中
央
新

報
社
な
ど
主
催
）
の
入
場
者
数
が
�

日
、
１
万
人
に
達
し
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
っ
た
。

　
１
万
人
目
の
山
口
市
黒
川
、
農
業

柳
井
俊
洋
さ
ん
（
�
）
に
、
的
野
克
之

館
長
が
花
束
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

企
画
展
を
テ
レ
ビ
で
知
り
、
夫
婦
で

来
館
し
た
と
い
う
柳
井
さ
ん
は
「
と

て
も
驚
い
た
。
生
地
や
柄
、
色
合
い

な
ど
日
本
の
伝
統
と
感
性
が
世
界
に

認
め
ら
れ
た
と
分
か
り
、
感
銘
を
受

け
た
」
と
話
し
た
。

　
企
画
展
は
同
館
の
開
館
�
周
年
記

念
で
９
月
�
日
に
開
幕
し
、
森
英
恵

さ
ん
の
生
き
方
や
人
柄
が
う
か
が
え

る
資
料
や
作
品
計
約
４
０
０
点
を
展

示
し
て
い
る
。�
月
１
日
ま
で
で
、�

月
�
日
は
休
館
。
観
覧
料
は
当
日
一

般
１
３
０
０
円
、
大
学
生
６
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料
。
（
吉
田
雅
史
）

　
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０

２
５
）
に
島
根
県
代
表
と
し
て

出
場
し
、
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
選
手
ら
３
人
が
�
日
、
島
根

県
庁
で
丸
山
達
也
知
事
に
大
会

の
成
果
を
報
告
し
た
。

　
報
告
し
た
の
は
、
峰
谷
茂
さ

ん
（�
）‖
将
棋
個
人
・
笠
ヶ
岳

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
▽
金
築
宏
さ
ん

（
�
）
‖
サ
ッ
カ
ー
・
Ｉ
ブ
ロ
ッ

ク
準
優
勝
▽
前
田
克
美
さ
ん

（
�
）
‖
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
３
位
―
。
そ
れ
ぞ
れ
競

技
の
手
応
え
に
加
え
、
対
戦
チ

ー
ム
と
の
交
流
を
通
じ
な
が
ら

充
実
し
た
気
持
ち
で
競
技
に
打

ち
込
め
た
様
子
を
伝
え
た
。

　
将
棋
競
技
で
優
勝
し
た
峰
谷

さ
ん
は
「
の
び
の
び
と
楽
し
く

指
せ
た
こ
と
が
良
い
結
果
に
つ

な
が
っ
た
」
と
述
懐
。
丸
山
知

事
は
「
競
技
を
楽
し
む
こ
と
を

実
践
し
て
も
ら
い
な
が
ら
立
派

な
成
績
を
収
め
て
も
ら
っ
た
」

と
健
闘
を
た
た
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
暁
）

（
�
日
）

　
＜
松
江
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式
で

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
山
部
和
孝
代
表
取
締

役
、
山
陰
合
同
銀
行
の
石
橋
潤
常
務
執

行
役
員
関
西
営
業
本
部
長
ら
。
内
部
協

議
。
午
後
、
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｓ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
岡
本
康
広
理
事
長
（
エ
イ
ト
レ
ッ

ド
代
表
取
締
役
社
長
）
。
松
江
市
手
作

り
産
業
優
良
技
能
者
表
彰
式
。
島
根
県

市
長
会
第
２
回
臨
時
会
。

　
＜
浜
田
＞
　
午
前
、
地
元
県
議
協
議

会
。
内
部
協
議
。
午
後
、
一
般
社
団
法

人
石
見
地
域
循
環
共
生
協
議
会
の
矢
口

伸
二
代
表
理
事
ら
。
内
部
協
議
。
松
江

市
へ
移
動
。
島
根
県
市
長
会
臨
時
会
。

浜
田
市
へ
移
動
。

　
＜
出
雲
＞
　
午
前
、
出
雲
科
学
館
で

の
「
い
ず
も
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
」
開

所
式
。
出
雲
文
化
伝
承
館
で
の
「
令
和

の
御
遷
宮
　
須
佐
神
社
展
」
開
会
式
。

内
部
協
議
。
午
後
、
同
。
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
松
江
市

へ
移
動
。
島
根
県
市
長
会
臨
時
会
。
出

雲
市
へ
移
動
。

　
＜
益
田
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
松

江
市
へ
移
動
。
午
後
、
島
根
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
訪
問
。
島
根
県
市

長
会
臨
時
会
。
松
江
市
泊
。

　
＜
大
田
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
市

商
工
優
良
従
業
員
表
彰
式
。
環
境
省
中

国
四
国
地
方
環
境
事
務
所
大
山
隠
岐
国

立
公
園
管
理
事
務
所
の
蔵
本
洋
介
所
長

ら
。
午
後
、
内
部
協
議
。
松
江
市
へ
移

動
。
県
市
長
会
臨
時
会
。
大
田
市
へ
移

動
。

　
＜
安
来
＞
　
午
前
、
内
部
協
議
。
市

役
所
長
期
実
践
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
報
告

会
。
午
後
、
内
部
協
議
。
松
江
市
へ
移

動
。
県
市
長
会
臨
時
会
。
安
来
市
へ
移

動
。

　
＜
江
津
＞
　
午
前
、
市
内
中
学
校
へ

の
寄
付
贈
呈
式
で
前
教
育
委
員
の
福
田

市
子
氏
。
内
部
協
議
。
長
谷
地
区
振
興

協
議
会
の
千
代
延
俊
介
会
長
ら
。
午
後
、

松
江
市
へ
移
動
。
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
の
小
松
正
樹
事
務
局
長
ら
。
県
市

長
会
臨
時
会
。
江
津
市
へ
移
動
。

　
＜
雲
南
＞
　
午
前
、
２
０
２
５
年
度

健
康
づ
く
り
活
動
表
彰
県
知
事
賞
及
び

ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
定
事
業
所

表
彰
報
告
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
愛

耕
福
祉
会
白
根
康
久
理
事
長
ら
。
キ
ラ

キ
ラ
雲
南
取
締
役
会
。
帰
庁
。
午
後
、

サ
イ
バ
ー
大
学
Ｉ
Ｔ
総
合
学
部
除
村
健

俊
教
授
、
石
川
秀
樹
教
授
ら
。
松
江
財

務
事
務
所
高
梨
敦
所
長
ら
。
国
土
交
通

省
中
国
地
方
整
備
局
吉
田
敏
晴
副
所

長
、
村
田
英
樹
建
政
部
長
ら
。
松
江
市

へ
移
動
。
県
市
長
会
第
２
回
臨
時
会
。

帰
庁
。

　
松
江
市
の
上
定
昭
仁
市
長
ら

特
別
職
の
給
料
や
議
員
報
酬
の

在
り
方
を
審
議
す
る
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
（
会
長
・
大
谷

浩
島
根
大
学
長
、
�
人
）
が
�

日
、
同
市
内
で
あ
り
、
物
価
高

な
ど
を
理
由
に
引
き
上
げ
が
必

要
と
の
方
向
で
一
致
し
た
。
人

事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
月
額
を

３
・
�
％
程
度
引
き
上
げ
る
方

針
で
、
�
日
に
予
定
す
る
次
回

会
合
で
具
体
的
な
答
申
内
容
を

決
め
る
。

　
対
象
は
市
長
、
副
市
長
、
議

長
、
副
議
長
、
議
員
。
２
０
２

５
年
４
月
に
引
き
上
げ
て
お

り
、
現
在
の
月
額
の
給
料
と
報

酬
は
市
長
１
０
７
万
３
千
円
▽

副
市
長
�
万
４
千
円
▽
議
長
�

万
１
千
円
▽
副
議
長
�
万
７
千

円
▽
議
員
�
万
７
千
円
｜
と
な

っ
て
い
る
。

　
審
議
会
で
は
他
市
と
の
金
額

比
較
や
財
政
状
況
を
確
認
。
委

員
か
ら
は
「物
価
高
を
考
慮
し
、

改
定
は
妥
当
」
「
市
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
引
き
上
げ
の
根

拠
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。
期

末
手
当
は
特
別
職
の
国
家
公

務
員
の
年
間
支
給
月
数
に
準

拠
し
て
定
め
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
�
年
�
月
の
同
審
議
会
答
申

の
付
帯
意
見
で
、
社
会
情
勢
の

変
化
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎

年
報
酬
な
ど
を
議
論
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
、
上
定
市
長
が
諮
問

し
た
。

　
　
　
（
山
本
泰
平
）

　
鳥
取
県
が
�
日
、
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
侵
害
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
県
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
条
例
を
改
正
し
、

発
信
者
が
削
除
命
令
に
従
わ
な

い
場
合
は
５
万
円
以
下
の
過
料

を
科
す
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
２
０
２
５
年
度
中
の
施
行

を
目
指
し
、
�
月
１
日
開
会
予

定
の
�
月
定
例
県
議
会
に
条
例

改
正
案
を
提
出
す
る
。

　
被
害
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

場
合
、
有
識
者
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
ま
た
は
侵
害
情
報
の
発

信
者
に
対
し
、
投
稿
の
削
除
を

要
請
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
発

信
者
が
要
請
に
従
わ
な
い
場

合
は
削
除
を
命
令
。
応
じ
な

け
れ
ば
発
信
者
の
氏
名
を
公

表
し
、
５
万
円
以
下
の
過
料
を

科
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
、
個
人
情
報
を

さ
ら
さ
れ
た
り
、
部
落
差
別
に

関
す
る
発
言
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
が
該
当
す
る
。

　
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
対
処
法
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
者
に
削
除
基
準
の

策
定
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、

事
業
者
に
よ
っ
て
基
準
が
異
な

り
、
被
害
者
が
依
頼
し
て
も
削

除
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

条
例
改
正
に
よ
っ
て
事
業
者
の

基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
信
者

に
も
働
き
か
け
る
こ
と
で
削
除

を
可
能
に
す
る
。

　
�
日
の
定
例
会
見
で
平
井
伸

治
知
事
は
「
日
本
全
体
の
問
題

だ
が
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て

鳥
取
県
が
や
る
べ
き
こ
と
が
あ

る
」
と
話
し
た
。

（
岸
本
久
瑠
人
）

　��地　域����年（令和７年）��月��日（金曜日）（第３種郵便物認可）


